
森林調査簿コード表

(1) 林班 (12) 樹種 （樹種１、樹種２（上段）・樹種３（下段）） (14) 林齢 (31) 森林の種類 （６つまで表示可）

(2) 小班
(15) 発生年 （照査年＋１）－入力林齢

(3) 複層区分 (16) 樹齢幅 （天然林又は天然生ぼう芽林において異なる年齢の範囲）

10年未満

10年以上 20年未満

20年以上 30年未満

30年以上 40年未満

40年以上

所有者
(4) 森林所有者名（漢字） (4)’土地所有者名（漢字） (17) 疎密度（樹冠疎密度）

(5) 森林所有者名（ｶﾅ） (5)’土地所有者名（ｶﾅ）

(6) 森林所有者コード (6)’土地所有者コード

(7) 土地所有区分

(18) 列状間伐

(19) ha当本数

(20) （蓄積）調査

林況
(8) 面積（ha） 単位はヘクタール、少数点以下第２位まで（第３位を四捨五入）

(9) 林種

(21) （調査）年 蓄積調査欄が空欄以外の場合、調査年（西暦）

(22) 地位指数

(23) 蓄積補正係数 注１

(10) 混植等 注２ 表示上個別法令名を一部省略している。

(34) （保安林）台帳番号 保安林台帳に掲載されている台帳番号

(24) ha当（蓄積） 立方メートル単位、単位未満四捨五入 (35) 特定保安林 （指定の目的に即して機能していないと認められる保安林）

針葉樹＝Ｎ（Nadelholz／ナーデルホルツ）

広葉樹＝Ｌ（Laubholz／ラオプホルツ）

(25) 総（蓄積ｍ3） 針、広別のha当蓄積に面積を乗じた値

(11) タイプ （天然林の林相タイプ　樹種コード98のみ） （立方メートル単位、単位未満四捨五入） 市町村森林整備計画
(36) 公益的機能別施業森林等（森林の区分）

(26) 総成長量（ｍ3） 針、広別の総蓄積に成長率を乗じた値

（立方メートル単位、単位未満四捨五入）

(27) 平均樹高（ｍ） メートル単位、単位未満切り捨て

(28) 樹高調査区分

(12) 樹種 右に表示
注１

注２

注３ (29) 平均胸高直径（㎝）

(37) 市町村計画の施業の方法

(30) 傾斜区分

注４

制限林等
(31) 森林の種類 右に表示（重複指定６つまで表示）

注５

(32) 樹根表土保全
注６

注７ 注１ (38) 伐期齢
保安林

注８ (33) 指定施業要件 （森林の種類が11～31の場合）

(13) 比率 (39) 保健機能（森林）（森林の保健機能の増進を図るべき森林）

1 該 当

混植等の場合、樹種別の立木度又は材積歩合の十
分率

コード 区 分

空欄 指定施業要件を定めない又は非該当

2 択 伐

樹種１の標準伐期齢又は各市町村森林整備計画で
定める施業の方法に基づく伐期齢の下限のいずれ
かを表示

97 そ の 他 人 工 林 広 葉 樹 Ｊ－Ｌ 略称は森林計画図において、林班番号下に表示される凡例である。

　樹種の（　）は別名で、交配樹種「グイマツ雑種Ｆ１」の〔　〕は交配樹種

を示している。

98 天 然 林 広 葉 樹 Ｔ－Ｌ

99 針 広 混 交 林 Ｎ－Ｌ

コード 区 分

　略称は、表示制限（３文字「ﾊﾞｲﾄ」）のため、濁点等を省略しているの
で、留意すること。

空欄 林 種 が ４ ， ５ ， ６ の 場 合 空欄

　北海道ブルーリストのカテゴリーＡ２（外来種）。

1 禁 伐

X 市町村独自上乗せゾーンの施業方法88 ヤ チ ダ モ タ モ

空欄 未 指 定 通常伐期89 ハ シ ド イ ハシト コード 区 分 略称

　上記の注書きを含め分類ができない樹種については、その他人工林針葉
樹、又は、その他人工林広葉樹とすること。

90 キ リ キ リ 1 該 当

（樹根及び表土の保全その他林地の保全に特に留意すべき森林）

土保

標伐時の材積維持85 コ シ ア ブ ラ コシア

Ｓ 伐 区 の 縮 小 皆伐は10ha以下

5

カエデは、カエデ科のうちイタヤカエデ以外のものをいう。
例）ミツデカエデ、ヤマモミジ、イロハモミジ、オオモミジ、ベニシダレ、
アオシダレ、ノムラカエデ、ハウチワカエデ、クロビイタヤ、アカイタヤ、
カラコギカエデ、ミネカエデ、オガラバナ、コハウチワカエデなど。

86 ハ ク ウ ン ボ ク ハクウ

9 市町村独自ゾーンの施業方法

特 定 広 葉 樹 育 成 施 業

平坦地　（斜度10°以下が50%以上）

4 択 伐 複 層 林 施 業

87 ア オ ダ モ アオタ

サクラは、シウリザクラ以外のサクラ属をいう。ただし、モモ、ウメなど
は含めない。
例）セイヨウザクラ、ミネザクラ、チシマザクラ、エゾヤマサクラ、カスミ
ザクラ、ミヤマザクラ、サトザクラ、シダレザクラ、ソメイヨシノ、マー
キーウワズミザクラ、エゾノウワズミザクラ、ウワズミザクラなど。 81 カ エ デ カエテ

2 長 伐 期 施 業

83

標伐の概ね２倍82 ト チ ノ キ ト チ コード 区 分

標伐以上、伐採率30～40％以下84 ハ リ ギ リ （ セ ン ノ キ ） セ ン 2 傾斜地　（斜度10° 超  が50%以上）

78 キ ハ ダ キハタ 地上高1.3ｍ地点の直径の林分平均
２センチメートル単位（２㎝割約）
（単位未満切り捨て）

79 ニ ガ キ ニカキ

コード 区 分

シ ナ ノ キ シ ナ 1

備 考80 イ タ ヤ カ エ デ イタヤ

1 伐 期 の 延 長 標伐＋10年

3 複 層 林 施 業 標伐以上、伐採率70％以下

9 市 町 村 独 自 ゾ ー ン

5 木 材 等 生 産 林現地調査による計測結果（全林毎木又は標準地調査）

D

空欄 未 指 定77

75 ナ ナ カ マ ド ナナカ 3 空中（衛星）写真による解析結果

X 市 町 村 独 自 上 乗 せ ゾ ー ン

ヤナギには、ヤナギ科のうちセイヨウハコヤナギ、ドロノキ、ヤマナラシ
以外のヤナギ科を含む。

76 イ ヌ エ ン ジ ュ イヌエ 4 現地調査と写真解析の併用

特に効率的な施業が可能な 森林74 ア ズ キ ナ シ

ニ セ ア カ シ ア アカシ

　その他カンバは、ウダイカンバ、シラカンバ、ダケカンバ以外のカンバを
いう 。
例）ヤチカンバ、アボイカンバ、ヤエガワカンバ、シダレカンバなど。

区 分

Ｃ 生物多様性ゾーン（保護地 域）

4 イ タ ヤ カ エ デ ・ シ ナ ノ キ 林

72 シ ウ リ ザ ク ラ シウリ 空欄 樹高テーブル値

5 ダ ケ カ ン バ 林

73 サ ク ラ サクラ 1

アスキ 2 レーザー航測による解析結果

68 ヤ マ グ ワ ク ワ

3

66 オ ヒ ョ ウ オヒヨ

Ａ

Ｂ 生 物 多 様 性 ゾ ー ン （ 水 辺 林 ）

1 ミ ズ ナ ラ 林

69 カ ツ ラ カツラ

4

2 山 地 災 害 防 止 林

保 健 ・ 文 化 機 能 等 維 持 林

2 ウダイカンバ・シラカンバ・オヒョウ・カシワ林

70 キ タ コ ブ シ コフシ

生 活 環 境 保 全 林

水 資 源 保 全 ゾ ー ン

3 ブ ナ 林

71 ホ オ ノ キ ホ オ コード

水 源 涵 養 林

3 混 交

64 ミ ズ ナ ラ ミスナ

コード

63 カ シ ワ カシワ

コード 区 分

67 ケ ヤ キ ケヤキ

区 分65 ハ ル ニ レ （ ア カ ダ モ ） ニ レ

1

空欄 混 成 林

上 記 以 外 の 特 定 保 安 林

コード 区 分

60 ブ ナ ブ　ナ

1

区 分59

要 整 備 森 林

空欄（0） 混 植 等 で は な い

61 ク リ ク リ

ア サ ダ アサタ

空欄 非 該 当

1 混 植

62 コ ナ ラ コナラ

2 改 植 等

未 立 木 地 未立木地

グ　ル 標準収穫テーブル値を補正するための係
数（十分率）

5 人 工 林 伐 採 跡 地

56 ケ ヤ マ ハ ン ノ キ ケヤマ
ア カ シ デ ・ ク マ シ デ シ デ

58 サ ワ シ バ サワシ

コード

57

2

自環

1 人 工 林 人工林

立木地

52 ハ ン ノ キ ・ ヤ チ ハ ン ノ キ ヤチハ

73

略称は森林計画図において、小班番号周辺に表示される凡例である。

人工林の主要樹種毎に定められた基準年数
における上層木の平均樹高 75 自然環境保全法による北海道自然環境保全地域特別地区内の森林 道環

2 天 然 林
天然林

53 ヤ マ ハ ン ノ キ

76 都市緑地法による特別緑地保全地区内の森林 都緑

3 天 然 生 ぼ う 芽 林

54 コ バ ノ ヤ マ ハ ン ノ キ コ バ

ヤマハ

744 天 然 林 伐 採 跡 地
伐採跡地

古保

49 シ ラ カ ン バ シラカ

72 急 傾 斜 地 崩 壊 危 険 区 域 内 の 森 林 急

71 地 す べ り 等 防 止 法 に よ る ぼ た 山 崩 壊 防 止 区 域 内 の 森 林

コード 区 分 備 考

51 そ の 他 カ ン バ タカハ

50 ダ ケ カ ン バ ダ　ケ

道一

8 分収 森林整備センター

46 ヤ マ ナ ラ シ ヤマナ 2

地

レーザー航測による解析結果

62 第 ２ 種 特 別 地 域 内 の 森 林 道二47 オ ニ グ ル ミ ・ サ ワ グ ル ミ グルミ 3 空中（衛星）写真による解析結果

第 ３ 種 特 別 地 域 内 の 森 林 道三48 ウ ダ イ カ ン バ （ マ カ バ ） マカハ 4 現地調査と写真解析の併用 63

定三

6 国 有

44 ﾄ ﾞ ﾛ ﾉ ｷ ( ﾄ ﾞ ﾛ ﾔ ﾅ ｷ ﾞ ) ド　ロ 空欄 蓄積テーブル値

定未

7 森林法第１０条の４（適用除外）

45 ギ ン ド ロ ギ　ン 1 現地調査による計測結果（全林毎木又は標準地調査） 55 地 帯 区 分 未 定 地 域 内 の 森 林

定二

3
森林所有
者から見
た土地の
所有区分

私 有 土地所有者と
同一でない場合

41 ヤ ナ ギ

5 道 有
（照査対象外）

定一

4 市 町 村 有

42 セ イ ヨ ウ ハ コ ヤ ナ ギ （ ポ プ ラ ） ホフラ

定保

国三

地 種 区 分 未 定 地 域 内 の 森 林 国未

ｴｳﾛｱﾒﾘｶﾎﾟﾌﾟﾗ（改良ﾎﾟﾌﾟﾗ） カイホ コード 区 分 53 第 ２ 種 特 別 地 域 内 の 森 林

そ の 他 人 工 林 針 葉 樹 Ｊ－Ｎ

45

44

422 土地のみ所有 当該属地に森林を所有しない者 5～８に該当しない者

39 天 然 林 針 葉 樹

43

Ｔ－Ｎ 植栽又は間伐等の現地調査等に基づくha当
本数とする。 51

国
定
公
園

特 別 保 護 地 区 内 の 森 林ヤナキ

広

葉

　

樹

52 第 １ 種 特 別 地 域 内 の 森 林

54 第 ３ 種 特 別 地 域 内 の 森 林

61 自
然
公
園

道
立

第 １ 種 特 別 地 域 内 の 森 林

歴 史 的 風 土 特 別 保 存 地 区 内 の 森 林
自 然 環 境 保 全 法 に よ る 自 然 環 境 保 全 地 域 特 別 地 区 内 の 森 林

無立木地

55 グ ル チ ノ ー ザ ハ ン ノ キ

6

コード 区分

26 ア カ エ ゾ マ ツ アカエ

23

土地所有者 森林所有者

27 ﾖ ｰ ﾛ ｯ ﾊ ﾟ ﾄ ｳ ﾋ ( ﾄ ﾞ ｲ ﾂ ﾄ ｳ ﾋ ) トウヒ コード

国二

1
同一

土 地 と 森 林 の 所 有 が 単 独 で 同 一

28 イ チ ョ ウ イチヨ 1 列状間伐を実施

国保9 複 数 人 （ 共 有 ） の 所 有 で 同 一

35 林 業 種 苗 法 に よ る 特 別 母 樹 林 等 母

鳥 獣 保 護 区 特 別 保 護 地 区 内 の 森 林 鳥

ト ド マ ツ ト ド 3 3

36 漁 業 法 に よ る 制 限 林

第 ２ 種 特 別 地 域 内 の 森 林

第 ３ 種 特 別 地 域 内 の 森 林

漁24 ア カ ト ド マ ツ アカト 0 無立木地 ２，１、０

37

第 １ 種 特 別 地 域 内 の 森 林 国一

25 エ ゾ マ ツ エ ゾ

41
国
立
公
園

特 別 保 護 地 区 内 の 森 林

区 分

43

37

　森林所有者ごとに採番される７桁の算用数字の番号
（空き番） 7 7

22 グ イ マ ツ 雑 種 Ｆ 1
〔 ♀ グ イ マ ツ × ♂ ニ ホ ン カ ラ マ ツ 〕

ク カ
5 5

6

34 都 市 計 画 法 に よ る 都 市 計 画 区 域 風 致 地 区 内 の 森 林 都市4 4

19 チ ョ ウ セ ン カ ラ マ ツ チヨカ 8 8

31

32 砂 防 法 に よ る 砂 防 指 定 地 内 の 森 林 砂

27 風 致 保 安 林 致

保 安 施 設 地 区

33 文化財保護法に よる 史跡 名勝 天然 記念 物に 係る 指定 地等 史

施

24 魚 つ き 保 安 林 魚

23 防 火 保 安 林 火

26 保 健 保 安 林 健

16 ヒ ノ キ ア ス ナ ロ （ ﾋ ﾊ ﾞ ） ヒ バ
コード 区 分

25 航 行 目 標 保 安 林 航17 カ ラ マ ツ カ ラ 立木度(幼齢林)又は樹冠疎密度(十分率)

18 グ イ マ ツ グ　イ 9

立木地

９以上

21 ク リ ー ン ラ ー チ クリラ 6

21 な だ れ 防 止 保 安 林 な4 下 木 か ら ４ 層 目 11 バ ン ク ス マ ツ バ　ン 5

22 落 石 防 止 保 安 林 落12 レ ジ ノ ー ザ マ ツ レ ジ

（空き番）

19 防 雪 保 安 林 雪2 下 木 か ら ２ 層 目 09 リ キ ダ マ ツ リキタ 3 ～

20 防 霧 保 安 林 霧3 下 木 か ら ３ 層 目 10 ス ト ロ ー ブ マ ツ ストロ 4 ～

17 潮 害 防 備 保 安 林 潮空欄(0) 単 層 林 07 キ タ ゴ ヨ ウ ・ ゴ ヨ ウ マ ツ キ タ 1

18 干 害 防 備 保 安 林 干1 下 木 （ 最 下 層 ） 08 チ ョ ウ セ ン ゴ ヨ ウ チヨウ 2 ～

飛 砂 防 備 保 安 林

13 土 砂 崩 壊 防 備 保 安 林

飛04 ク ロ マ ツ ク ロ

15 防 風 保 安 林 風05 ヨ ー ロ ッ パ ア カ マ ツ ヨアカ

16 水 害 防 備 保 安 林 害コード 区 分 06 ヨ ー ロ ッ パ ク ロ マ ツ ヨクロ コード 区 分

照査年時点の林齢とし、人工林は植栽年を第１年、天然林は
樹冠を構成する樹木の年輪数を基礎として把握又は異なる立
木の年齢の平均値、天然生ぼう芽林及び無立木地は伐採年を
第１年とし、いずれも歴年による経過年とする。

コード 区 分 略称
コード 樹 種

略称
注７

区分
01

林班毎に所有者や林況、施業方法等取り扱いを異に
する0.01ha以上で区画を設定した際に付した４桁
の算用数字からなる番号

01 イ チ イ イチイ

針

葉

　

樹

市町村毎に字界、天然地形又は地物をもって、おお
むね50ha以上となるよう区画を設定した際に付し
た４桁の算用数字からなる番号

崩

普 通 林

11 水 源 か ん 養 保 安 林 水

12 土 砂 流 出 防 備 保 安 林 土02 ス ギ ス ギ

03 ア カ マ ツ ア カ 発生年は、林齢から算出する。

14

注5

注８

注６

注３

注４

注５

注１

注２

注１



森林調査簿コード表

(40) 鳥獣害防止（森林区域） (48) 立地距離 (55) 被害種 （その他経歴・区分”Ｈ”に対応）

 500m未満

500m以上 1,000m未満

1,000m以上 1,500m未満

(41) その他施業特定 （その他施業の方法を特定する森林） 1,500m以上 2,000m未満

 2,000m以上 3,000m未満

  　  　3,000m以上

(49) 施業方法（現況・将来）
注１

(42) 施業外地区分

施業履歴
(50) 伐採経歴・区分

(43) 更新の方法 (51) 伐採経歴・年（年は西暦下２桁）

(52) 伐採経歴・種類 （伐採経歴・区分”Ｂ”に対応）

(44) 林地開発
注１ 04の除伐（人工林）は、平成23年以前の経歴に対応するコードである。

(53) その他経歴・区分
(45) 残置森林

(46) 森林機能
(54) その他経歴・年（年は西暦下２桁）

(55) 被害種 右に表示

(56) その他経歴・種類（P：枝打高）

(57) その他経歴・種類（Ｚ：更新）

(60) 番号 認定者毎に決められたルールによる２桁の番号

(61) 区域計画

その他
(62) 経営管理権等

(63) 水資源保全（地域）

(64) 森林認証

(65) モニタリング
注１ 機能発揮の可能性の大きさ（ポテンシャル）を三段階表示

(66) モニタリング・年

(47) 農業地域 （農業振興地域の整備に関する法律）

森林経営計画 （上段：林班・区域計画（単独・共同）） (67) 造林未済地
（下段：属人計画（単独））

(58) 認定者 （森林経営計画の認定権者）

(68) 転用注意

(69) 代表地番（参考）

(59) 年度 年度は西暦で出力は下２桁

2 経 営 管 理 実 施 権 設 定

4 ～

5 ～

コード 区 分

6

1 経 営 管 理 権 設 定

1

1 区域計画に該当

3 ～

2 ～

コード 区 分

コード 区 分

（林道(幅3.6m以上の自動車道)及び林業専用道又は道路(一般自動車道)までの距離）

コード 区 分

1 農 業 振 興 地 域

2 農 用 地 区 域

3 ( 総 合 ) 振 興 局 長

4 市 町 村 長

1 大 臣

2 知 事

コード 区 分

30 低

31
低

高・中

32 低

ただし、中位については、低（L）との境を設定しているが、高
（H）との境を設定していないため、高・中を同一区分する。

29

低

高・中
高・中

28 低
低

低
高・中

58 元 国 有 林 野 に 造 林 再拡

59 51 ～ 58 以 外 の 編 入 地 に 造 林 拡大

元 レ ジ ャ ー 施 設 用 地 に 造 林

24 低

55 元 採 草 放 牧 地 に 造 林

25

26 低

57 元 国 所 有 地 に 造 林 （ 58 を 除 く ）

高・中

高・中
高・中

56

23
低

高・中

54 元 樹 園 地 に 造 林

地
域
森
林
計
画
外

24 造林未済地（届出等が天然更新）に造林

21

低

高・中
高・中

52 元 田 又 は 特 殊 田 に 造 林

低

22 低

53 元 畑 又 は 飼 料 畑 に 造 林

15 そ の 他 の 造 林

16 低

21 天 然 林 伐 採 跡 地 に 造 林 拡
大
造
林

15
低

高・中

17 造林未済地（届出等が人工造林）に造林

17

低

高・中

高・中

高・中
高・中

19
低

高・中

20

18 低

23 未 立 木 地 に 造 林

22 天 然 林 樹 下 植 栽

51 元 原 野 に 造 林

拡
大
造
林

27

12

11

51 そ の 他 の 食 葉 性 害 虫

37 そ の 他

30

再
造
林

地
域
森
林
計
画
内

防 風 林 造 成

09

低

高・中

高・中
高・中

11

10

12 低

14 被 害 跡 地 造 林

低
高・中

13 人 工 林 樹 下 植 ( 新 規 )

人 工 林 主 伐 跡 造 林

14 低

16 被 害 跡 地 造 林 （ 樹 下 植 栽 ）

つ る 切 り

49
高・中

高・中

34 刈 出 し

50 コ ガ ネ ム シ ( ネ キ リ )07
低

高・中

36 除 伐

08 低

低

13

低

高・中
高・中

高・中

高・中

高・中
45 カ ラ マ ツ イ ト ヒ キ ハ マ キ

46 テ ン グ ハ マ キ

そ の 他 の カ ラ マ ツ ハ マ キ

カ ラ マ ツ ツ ツ ミ ノ ガ

火 山 噴 火 に よ る 被 害

03
低

高・中

32 か き 起 し

31

天然下種補正

天然更新補助作業

植 込 み

48

不 明

そ の 他

04 低

33 播 種

47

改良

06 低

35

木材等
生産

水源
かん養

山地災
害防止

保健・
文化

生活環
境保全

そ
の
他

地 す べ り

人 工 造 林 （ 予 定 ） そ
の
他
経
歴
・
区
分
”
Ｚ
”

43 ト ド マ ツ ア ミ メ ヒ メ ハ マ キ 91

93

99

高・中

02 低

05

低

崩 壊

00

マ ツ ノ ミ ド リ ハ バ チ

区 分 備　考

天 然 更 新 （ 経 過 観 察 ）

44 そ の 他 の ト ド マ ツ ハ マ キ 9201

高・中

コード 区 分

コード 区 分

35 が ん し ゅ 病

37 う ど ん こ 病 83 薬 害

1 指 定 あ り 36 褐 ぱ ん 病 82 火 災

コード
森　林　の　機　能　別　区　分 41 マ イ マ イ ガ ( ブ ラ ン コ ケ ム シ )

食
葉
性
害
虫

昆
虫
の
害

2 ４ ｍ 以 上

1 ２ ｍ 以 上

コード

85 不 適 土 壌

39 そ の 他 病 菌 の 害 84

当該小班に含まれる代表地番を表示
ただし、複数存在する場合は、
占有最大地番のみ表示

29 胴 枯 病 74 ケ ラ

30 枝 枯 病 75

該 当

ゴ ミ ム シ 類

コード 区 分 31 葉 さ び 病 76 キ リ ウ ジ ガ ガ ン ボ

33 す す 病 78 線 虫 （ ネ マ ト ー ダ ）

1 林地開発許可申請区域 32 葉 ふ る い 病 77 カ ブ ラ ヤ ガ （ ヨ ト ウ ム シ ）

81 煙 害

34 み ぞ 腐 れ 病 79 そ の 他 の 根 系 害 虫

Ｈ 被 害

その他
経歴

マ ツ ツ マ ア カ シ ン ム シ

1

マ ツ ノ シ ン マ ダ ラ メ イ ガ
ず
い
部
食
害
性
害
虫

コード 区 分

コード 区 分

27 な ら た け 病 72

（55）被害種へ

26 く も の 巣 病 71

Ｐ 枝 打 （56）枝打高へ

ス ギ ノ メ ム シ

Ｚ 更 新 （57）更新へ

28 落 葉 病 73 そ の 他 の ず い 部 食 害 性 害 虫

人
為
的
害

根
系
害
虫

10

コード 区 分 略称 24 灰 色 か び 病 69 そ の 他 の 穿 孔 性 害 虫

1 風衝地による更新困難地

コード 区　　分 備 考

25 雪 腐 病 70
2 湿地等による更新困難地

3 岩石地による更新困難地

4 植栽によらなければ適確な更新が困難な森林 植

先 枯 病

病
菌
の
害

66 そ の 他 の キ ク イ ム シ 科

22 稚 苗 の 立 枯 病 67 カ ミ キ リ ム シ 科

1 該 当

年は最新調査年で西暦とし
出力は下２桁表示

コード 区 分

23 え ぞ 雷 丸 病 68 ゾ ウ ム シ 科

管 理 ( 保 育 ) 不 良

42 コ ス ジ オ ビ ハ マ キ 89 そ の 他 の 人 為 的 害

穿
孔
性
害
虫

家 畜 の 害 63 ヤ ツ バ キ ク イ ム シ

65

12 の う さ ぎ
62

カ ラ マ ツ ヤ ツ バ ク イ ム シ

1 調査地に該当

（マツノオオキクイムシ）

2 ＳＧＥＣ

コード 区 分

コード 区 分

13 野 鳥 の 害

（52）伐採経歴・種類へ

64 ト ド マ ツ ノ キ ク イ ム シ

1 送 電 線 用 地

01
主 伐

皆　　伐

14
2 転 用 予 定 地

02

3 ＦＳＣとＳＧＥＣの両方取得

3 更 新 確 保 搬 出 特 定 森 林 更 08 潮 害 59 ク リ タ マ バ エ

略称は森林計画図において、小班番号周辺に表示される凡例である。 09 そ の 他 の 気 象 害 60 そ の 他 の 虫 え い 害 虫

11 の ね ず み

鳥
獣
の
害

61 ト ド マ ツ ミ キ モ グ リ ガ

皆伐以外

15 エ ゾ シ カ

3 造 林 除 地

03 保 育 間 伐 ・ 間 伐

19 そ の 他 の 鳥 獣 の 害 カ ラ マ ツ コ キ ク イ ム シ

4 そ の 他

04

コード 区 分

57

コード 区 分 略称 05 雪 害 56

07

ＦＳＣ

1 病虫害の被害を受けている等の理由により伐採を促進すべき森林 伐

コード 区　　分 備 考

06 風 害

2 林 地 保 全 搬 出 特 定 森 林 林

Ｂ 伐　採 伐採経歴

3 天 然 生 林

水 害 58 ス ギ タ マ バ エ

除 伐 ( 人 工 林 )

21

コード 区 分

1 指 定 あ り ( エ ゾ シ カ ）

1 育 成 単 層 林

01 干 害
吸
収
性
害
虫

昆
虫
の
害

1

そ の 他 の 吸 収 性 害 虫

1

ト ド マ ツ ノ タ マ バ エ 虫
え
い
害
虫

寒 風 害 53 ト ド マ ツ の ア ブ ラ ム シ

気
象
害

52 カ ラ マ ツ の ア ブ ラ ム シ

03 凍 害 54 そ の 他 の ア ブ ラ ム シ

指 定 あ り

2 指 定 あ り ( そ の 他 ）

2 育 成 複 層 林

02

04

コード 区 分

コード 区 分

コード 被害内容 区分 コード 被害内容 区分

霜 害 55 ハ ダ ニ 科


	森林調査簿コード早見表 (調査簿コード)

